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1. はじめに

近年，地下水資源の確保，地下水環境の保

全の必要性が増し，岩盤内の地下水流動状況

を把握することがこれまで以上に重要となっ

てきている．岩盤内では連続する亀裂が流体

の主要な流路であり，母岩は流体を通さない

と考えるのが一般的である．これより，岩盤

内の地下水流動を高精度に把握するためには

亀裂を考慮に入れることが必要不可欠となっ

ている．本研究では，模擬岩盤を用いて亀裂

ネットワークを作成した．この模擬亀裂を用

いた通水実験結果より，亀裂内の流動機構に

ついて考察を加える．

2. 実験方法

2.1 実験モデル

本研究では，亀裂岩盤の水理特性に関連す

る因子の内，亀裂方向，亀裂配置の及ぼす影

響を解明するために，模擬亀裂を用いて通水

実験を行った．模擬岩盤として × ×12 12

の発泡スチロールブロックを用い，間12cm

隙を持つように三次元的に組み合わせること

0.8で，模擬亀裂岩盤を作成する．亀裂幅は

ｍｍ，供試体のスケールは × ×1.2 0.72

である．実験ではトレーサーとして蒸0.72m

留水を用い，水道水（脱気水）との電気伝導

． ，度の差を利用して計測を行った 計測方法は

模擬岩盤に 本の電極を埋め込み，電極間の2

抵抗値を多点同時測定する方法を用いた．計

測点数は 点である．模擬岩盤での電極設96

置方法及び亀裂配置を に示す．Fig.1

2.2 電気伝導度計測

実験の計測では， 本の電極間の抵抗値を2

電気伝導度に変換している．電気伝導度と電

極間の抵抗値は逆比例の関係にあり，キャリ

ブレーションにより各電極の電気伝導度との

関係式をあらかじめ求める．また電気伝導度

は，相対電気伝導度 として次式で表す．Cr

bここに， は計測点における電気伝導度，C C

（ ） ，はバックグラウンド 水道水 の電気伝導度

は注入したトレーサー（蒸留水）の電気Ct

伝導度である．上式より は ～ の相対Cr 0 1

値で表される．

Cr=
Cb－Ct

Cb－C

電極設置方法及び模擬岩盤配置Fig.1
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3. 実験結果及び考察

各計測点で得られた電気伝導度をもとに濃

度分布図を作成した． はパターン にFig.2 2

おけるトレーサープルームであり，図はトレ

ーサー投入から 秒後の変化を表してい500

る．パターン はパターン と異なり，流下2 1

方向（ 方向）へずれた亀裂を有しているにy

もかかわらず，トレーサーは亀裂に沿って拡

散していくのではなく，流下方向に卓越した

プルームを形成した．また鉛直方向への溶質

．の拡散も小さいことが 断面図よりわかるyx

この結果より，亀裂内の溶質は亀裂交差部で

混合して分配されていくのではなく，亀裂内

に形成される流線に沿って流下方向へ移動し

ていることが予想される．またトレーサーが

流下距離の短い亀裂を選択的に流れているか

どうかを検証するために，各計測点における

溶質の通過総量を電気伝導度の積分値として

求めた． は 断面上の計測点におけるFig.3 xy

溶質通過総量の割合を示している．図より，

溶質通過総量の割合は流下方向に集まるよう

な形で高い割合を示し，流下距離の短い経路

でのみ割合が高いわけではないことがわか

る． は流下距離の異なる 点（トレーFig.4 2

サー投入点からの 方向距離は同じ）の破過y

曲線を示す．図より，流下距離が短い点ほど

トレーサー到達時刻は早くなるが，流下距離

の短い経路だけを選択的に流れているわけで

はないことが明らかとなった．

4. おわりに

模擬亀裂を用いた実験結果をもとに岩盤亀

裂内の流れについて考察した．今後は，特に

亀裂交差部での溶質の挙動を実験により明ら

かにしていきたい．




